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真を撮影した｡ 第1 (最下層) のバンドには粗い表面構造をもつ 約80×330mβの梓状粒子が含まれてお









この内膜に富む画分 (第4バンド) には coreが一部残存しているものが観察され, それらのうちには
coreから直径約20mβの球状粒子が 放出されているもの, および数個の球状粒子が 空の内膜中に点点と
残存しているものが観察された｡ これはこのウイルスの内部構造に関する有力な手がかりを与えるもので
ある｡
最上層 (第5) のバンドの成分は直径約20mβの球状粒子で, これは内膜の中に存在するものと同じも







部 coreは活性を示さなかった｡ この結果に基づいて, このウイルスの感染単位 (ビリオン) は内膜のみ
をもつ稗状粒子であると結論される｡ 外膜はウイルスの形態と構造を保持する役割をもつものと考えられ
る｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




著者は生化学的および生物物理学的手法を用いて, 多角体から分離したウイルス標品を 5 個の画分に分
けることに成功した｡ これらの画分をそれぞれ リンタングステン酸に.よるネガティブ染色を行なって電子
梓状粒子,(3)内部 coreのない空の外膜,(4)同じく内膜,･(5)内部 coreのこ崩壊生成物であることを
明らかにした｡
これらの画分について生物試験を行なって検討し真庭果, このウイルスの感染単位は内膜のみをもった
梓状粒子であることを決定した｡ またこのウイルスは幅約20mβの紐状構造の coreとそれを包む二重膜
から構成されていることを明らかにした｡
以上のように本研究はウイルスのうち特異な形態をとる昆虫核多角体病ウイルスの内部構造とビリオン
について新しい知見を加えたもので, ウイルスの生物物理と生化学の分野に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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